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只
く
，
＝
：
か
川
て
は
国
民
凸
Ψ
の
講
和
の
日
が

日
一
日
一
、
一
近
つ
き
わ
1
1
に
川
る
い
希
望
に
包

ま
れ
C
き
た
。

隣
国
朝
閻
で
は
　
年
令
の
帆
胤
に
住
居
を
失

い
戦

火
に
追
わ
れ
厩
に
餓
死
　
ル
山
の
礼
活

に

あ
え
き
路
頭
に
さ
よ
よ
つ
て
い
る
灸
を
氾

－
〉
f

想
し
か
つ
工
忘
れ
摺
な
か
つ
た
終
帆
後
の
陪

照
川
川
か
次
々
に
心
に
甦
つ
C
來
る
ω
て
あ

る
o

明
く
滴
き
、
心
を
伝
統
の
冷
．
こ
し
川
界
の
一
等

国
を
以
て
仔
じ
工
い
た
我
か
国
民
も
・
旋
改

の
届
丁
．
、
」
ご
ん
㎏
ぴ
活
に
伝
統
の
論
を
失
い

人

枯
も
道
徳
も
地
を
払
つ
て
己
れ
．
人
の
利

欲だ
川
を
被
い
、
国
破
れ
た
灰
焔
の
桐
会
は

よ
り
所
を
失
つ
た
人
の
犯
卯
の
巣
こ
な
り
、

あ
り
、
、
あ
ら
ゆ
る
犯
卯
が
横
行
し
同
胞
相
食

む
険
悪
な
安
に
変
り
果
て
再
ひ
も
ご
の
日
本

に
立
返
る
事
か
出
來
得
る
か
ご
暗
い
気
持
に

包
ま
れ
た
の
て
あ
つ
た
。

然

る
に
ア
メ
リ
カ
の
愛
ご
人
道
に
札
く
援
助

々
も
’

か
．
ω
き
川
し
新
し
い
＝
人
・
建
設
の
白
覚
に
▲

姓
を
取
り
涙
し
、
，
人
し
い
臼
の
数
々
か
n
々

の
新
聞
に
ぴ
道
さ
れ
て
き
仁
。
，
人
し
い
哉
小

学
六
年
の

久
野
鈴
枝
さ
ん
が
『
天
國
］
に
い

る
お
父
さ
ん
早
く
蹄
つ
て
ト
さ
い
。
妹
の
千

枝
子
は

今
年
か
；
b
η
作
入
；
）
」
、
ラ
ン
ド
ヒ

ル
．

、

）

，
人
し
い
争
人
れ
を
ほ
し
か
つ
し
い
ん
か

『
家
に
は
お
金
か
な
い
』
．
二
川
に
亡
き
父
を

慕
つ
て
川
し
た
い
ち
ら
し
い
ハ
ガ
ー
に
名
的

も
明
か
さ
す
『
人
国
の
父
よ
む
」
．
こ
し
L
品
物

を
途
の
川
け
た
婦
人
あ
り
、
斯
く
ω
如
き
人

’
　
〉

　
ぺ

i

ψ

三
秋
驚
し
筋
勉
て
人
讐
化
に
星
建

　
☆
的
な
八
献
を
す
ろ
，
こ
朗
凸
さ
れ
る
国
を
知

　
ら
る
い
：
　
・
i
，
川
ぴ
日
本
人
は
信
姐
’
に
価
す
る

　
g
れ
た
国
民
て
あ
る
．
こ
弥
汲
さ
れ
た
。
ハ
々

　
は
人
き
な
誇
、
、
蔵
心
激
を
新
に
す
る
も
ω
工
あ

　
る
o

．

耐
え
姉
き
を
耐
え
忍
ひ
那
き
を
忍
び
カ
ユ
を

　
す
、
リ
ト
ロ
を
ま
、
こ
つ
て
成
し
ご
け
た
此
の

一

日
覚
し
い
復
興
．
、
」
再
建
の
畏
に
は
＝
本
人
の

一
ぬ
を
踏
み
に
じ
の
ね
頼
を
畏
切
る
大
き
な
問

t

題
か
あ
∵
匂
0
敗
杣
山
ハ
年
も
う
パ
ー
－
が
ぷ
洛
ち
付
い

て

小
和
な
不
安
ω
な
い
ぴ
活
か
川
來
な
く
工

「
は

な
ら
’
仏
い
竃
ω
に
い
尭
に
完
ξ
生

気
を
．
こ
り
も
さ
し
て
い
な
い
現
状
そ
れ
は
t

火
魔
か
ら
守
“
S
b
　
，
ノ
　
r
こ
し
工
霜
ω
朝
夜
史
け
ま

て
夜
廻
り
に
立
む
ー
つ
た
束
吊
都
池
袋
の
小

学
生

あ
り
父
を
大
い
貧
困
の
中
に
執
岱
－
し
て

い

た
高
校
乱
学
を
涙
を
ω
ん
て
助
念
し
人
明

よ
り
n
暮
れ
ま
で
働
き
つ
く
け
余
暇
を
さ
い

⊂
勉
学
に
努
力
昭
和
ω
尊
徳
こ
し
C
杜
閂
の

’
－
e
年
を
感
化
し
た
青
年
あ
の
、
凶
給
の
白
年

敬察
官
か
貧
困
家
庭
を
句
日
必
、
ノ
L
物
心
両

而
か
ら
駿
助
さ
れ
た
，
人
」
あ
り
、
何
れ
も
苫

し
い
畷
境
に
あ
り
な
が
ら
1
1
し
く
，
人
し
い
梢

紳
に
生
き
、
刑
会
よ
り
敬
愛
さ
れ
日
本
の
ほ
來

に
明
る
い
希
望
．
こ
期
“
臼
を
も
た
ら
し
昔
矯
L
円

少
年
の
進
む
へ
き
道
を
・
曲
く
小
し
て
い
る
。
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し
い
4
1
の
Φ
に
あ
つ
て
も
視
を
思
い
兄
弟

を
思
い
川
会
や
国
を
思
、
ノ
愛
の
心
に
生
き
る

人
々
に
は
感
謝
ご
貞
ひ
か
洞
ち
前
途
に
大
き

．
．
1
1
，
千
百
而
件
を
数
え
る
に
至
つ
た
。
L
円
少
一
な
希
望
か
開
け
眼
前
の
苦
難
に
耐
え
て
忠
を

・
互
活
の
量
・
¢
ち
す
さ
窃
つ
突
示
紀
の
問
題
道
義
の
問
題
ド
分
の
望

　
　
　
あ
さ
ま
し
い
姿
に
自
－
旦
．
こ
反
省
の
心
　

年

の
犯
卯
増
加
．
こ
道
義
の
頚
廃
て
あ
る
。
哲

学
κ
ソ
ク
ラ
ラ
ス
か
『
汝
の
国
の
青
年
を
示
　

せ

し
か
ら
ば
攻
の
国
の
将
來
を
ほ
く
せ
ん
』
｝

・
．
三
£
．
が
杜
の
現
禦
反
省
し
て
も
旦

々

川
会
教
育
委
員
会
の
問
題
、
こ
し
て
吉
少
年

　
人

の
物
．
こ
の
区
別
雪
度
々
討
嘘
さ
れ
る
こ
・
こ

r一
は

淘

に
，
様
に
W
え
な
い
。
国
民
道
徳
の
己

一

興
は
国
民
の
信
頼
、
を
恢
復
す
る
o
感
受
個
に

一
強

い
－
円
少
年
達
よ
、
思
い
を
盈
に
い
た
し
仕

　
み
よ
い
辰
境
に
ム
ー
－
つ
こ
ー
こ
に
よ
つ
て
只
な
る

　
も
の
，
こ
、
X
口
な
る
も
の
、
人
な
る
も
の
を
知

　
ら
す
く
の
川
に
休
行
し
人
し
い
郷
L
建
設

　
ω
－
1
1
を
1
1
い
仁
い
も
の
て
あ
ゐ
o
小
和
⊂
道

、
我
の
高
い
n
本
建
設
か
．
川
、
ノ
占
少
勾
か
忠
事

を
な
し
秩
序
を
破
U
し
て
乍
気
⊂
い
痴
事
は

　
何
仁
る
加
恨
事
’
L
あ
ろ
・
ノ
o

　
終
帆
後
ω
苫
附
の
道
を
踏
み
越
え
仁
国
民
ω

し
い
話
題
も
絶
え
す
1
1
に
す
る
。
人
枯
の
人
一
涙
三
d
の
努
刀
が
報
い
ら
れ
川
界
各
国
よ
c

し
さ
ー
こ
道
比
の
復
興
を
物
．
川
つ
て
い
，
c
p
。
　
L
－
t
s
が
国
の
仁
川
ル
恢
復
し
つ
・
あ
る
問
、
南

マ

ソ

カ
ー
サ
ー
ル
帥
は
米
囚
議
会
て
「
1
1
十

人
は

帆
火
の
跡
に
残
つ
仁
炭
ω
中
か
ら
t
s
’
ち

士

り
今
や
脚
界
の
自
川
国
家
．
こ
肩
を
並
べ
る

に
干
つ
た
、
1
4
本
人
程
満
ら
か
で
お
だ
や
か

少
’
1
1
ω
犯
釘
か
年
勾
に
増
加
の
一
途
を
辿
り

司
さ
ぬ
：
人
し
い
心
に
、
1
き
志
あ
る
古
少
年
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猫
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せ
箭
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な
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個
大

憶
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事
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－
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仁
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①
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－
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。
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澄
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、
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仙
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あ
”
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友
好
国
ω
輝
し
い
王

頼
．
、
）
朋
日
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
同
じ
血
潮
ω
流
一

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

れ
浦
ら
か
に
4
き
る
同
抱
の
奮
ト
に
手
を
携
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

t

え
て
振
い
立
つ
旧
青
少
年
の
犯
W
も
道
義
の

仙
廃

も
後
を
断
ち
我
が
郷
上
に
祀
国
日
本
三

洋
々
た
る
前
途
か
展
開
さ
れ
る
v
迎
は
－
迅
音
に

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

あ
ら
す
足
」
に
心
せ
よ
’
　
＝
：
か
利
む
郷
L
川

代
の
上
化
建
設
に
総
況
和
総
努
力
の
v
w
口
凪
こ

そ
粘
進
す
る
の
み
て
あ
る
。

ρ
川
代
杜
吐
会
教
育
委
員
　
　
　
　
　
　
　
一

　

川
代
村
小
年
保
虚
司
湯
ノ
谷
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
i

　　　　　項
へ
九
、
δ
月
二

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

［

「

日
川
に
役
場
ま
た
は
農
協
へ
止
8
6
し
て
ト
さ

一

い
o

I一
⑲
疏
楽

③
柄

虫
害
r
防
、
n
剛
病
p
防

　
の
為
石
灰
硫
黄
介
剤
八
〇
陪
波
を
九
月
卜
旬

　
一
〇
月
－
旬
．
O
月
卜
旬
の
．
何
撒
4
ー
致
し

　
よ
し
よ
♪
、
害
虫
が
5
6
生
し
た
ら
い
D
T
s

　
剤
ま
仁
は
硫
酸
二
，
～
ン
を
撒
血
致
し
よ
し

　
よ
う
」

　
め
　
ト
忽
の
描
種
九
月
ー
中
旬
、
括
仲
，
．
週

　
し間
川
堆
肥
川
当
五
〆
過
燐
酸
右
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反
当
尿
ム
ニ
〆
内
外
を
施
し
ま
し
ω
幹
仇
並
に
袖
助
金
か
あ
り
ま
す
。

よ
元
・
ロ
・
彼
片
前
後
に
L
J
乃
全
」
尺
の
　
　
（
り
勘
）
三
番
刈
肝
加
前
に
早
目
に
刈
取
り

間
隔
に
川
引
し
欠
損
林
ω
川
O
移
柚
を
行
い
－
・
f
f
し
よ
、
、
。

ま
し
ξ
。
　
　
　
　
　
　
9
企
蚕
染
ω
魏
念
k
は
役
場
ま
仁

⑲
畜
産

O
飼
判
1
し
エ
，
・
刈
覆
の
報
唖
巾
込
ん
て
，
、
い
￥
／
r
”
て
万
ト
け

暇
諮
惣響
ば
微
断
伯
勤
⑲
疏
条
・
ん
…
播
錺
卜
月
T

o
o
〆
燐
酸
四
〆
を
施
し
ま
し
よ
・
も
　
　
旬
播
極
6
1
反
当
二
升

　
ρ
2
・
＋
苧
を
切
り
よ
し
よ
・
　
　
　
　
H
軌
の
情
種
（
サ
ク
ヒ
ソ
ソ
・
ン
）

征
來
冬
の
ド
吸
飼
1
1
，
こ
し
⊂
憶
を
川
ひ
’
副
　
　
矯
種
朋
ー
月
中
旬

倉
秤
度
，
こ
し
て
冬
の
山
苧
を
川
い
y
い
る
が
　
　
本
圃
定
植
　
ー
一
月
中
旬

藁
や
冬
の
山
苧
は
栄
丘
価
他
に
乏
し
ー
冬
に
⑲
菜
種
直
播

な
・
ω
豪
吃
川
の
発
白
は
非
常
に
鈍
ぞ
坐
る
　
品
種
農
埜
四
号
ま
た
は
伊
常
〔

s
y
あ
る
。
k
、
の
山
苧
ω
代
り
に
，
ン
，
レ
　
播
柾
朋
卜
月
ヒ
旬
・
剛
巾
頁
W
汎

い
ポ
ぽ
ぽ
結
㍊
劉
㎞
ぽ
珊
ヂ
剛
劉
。
。
〆
過
燐
酸
石
灰
四
〆
硫

川控
据
゜
頭
当
り
5
0
．
．
月
－
‘
⑲
茶
江
ゆ
9
園
ω
奮
～
川
藻

　
．
’
：
　
）
リ
イ
u
設
‥
直
に
乱
い
L
　
　
　
　
　
　
さ
　
八
日
に
深
川
し
÷
し
」
ノ
u

リ
イ
ロ
設
‥
直
P
定
κ
は
九
月
中
に
必
ー
設
備
　
　
／
2
」
秋
肥
ω
施
川
ー
深
川
の
川
川
川
に
｝

を
“
り
よ
し
よ
ー
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
反
当
　
い
o
〆
ー
五
〇
〇
〆
川
伯
よ
た
は

●笠
え
地
㍗
・
争
巨
ζ
魂
耗
財
四
舳
劉
討
よ
、
、
、
坐
句
の

・
・
．
し
ふ
’
o
　
　
　
　
　
　
　
　
’
㌧
園
揃
枝
、
徒
長
4
を
揃
枝
し
．
洛
兄

丁
）
卜
刈
り
U
的
は
制
苧
㎡
木
口
の
繁
茂
を
仙
み
易
い
臥
態
に
し
ま
し
よ
・
も

に
－
．
り
柚
伐
印
樹
ω
鵬
・
、
〃
害
さ
れ
り
ω
を
　
し
幼
木
園
の
品
副
会
褒
∵
幼
▲
園
の

防
く
、
勺
柏
札
後
ω
放
η
川
佃
札
▲
に
白
害
な
　
品
副
会
番
杏
を
行
い
ま
す
カ
ら
肥
培
作
川
を

徹
o
融
木
川
力
除
－
、
し
L
也
当
な
’
ハ
、
問
ー
地
e
介
行
い
ま
し
よ
t

吐
設
誹
烈
珊
語
吉
ち
作
2
0
裏
③
畠
赤
品
裏
膓
産
・
婁

曳
朋
－
川
川
の
狗
苧
滑
人
姐
の
生
刊
旧
盛
朋
　
を
ト
月
L
7
0
に
行
い
ま
す
か
ら
’
そ
れ
ま
て

に

刈
払
・
’
ω
t
か
最
も
効
果
的
て
あ
る
そ
ω
刈
　
に
允
分
肥
ム
ー
－
借
押
に
努
め
ま
し
ふ
，
ノ
e

山
は
、
イ
、
卜
刈
は
柏
栽
木
ω
日
肯
肝
盛
期
　
　
’
2
）
ー
月
L
旬
ヂ
ま
4
L
’
は
九
月
ド
句
）
削
蹄

に

川
に
へ
：
わ
ね
ば
な
り
な
い
、
ス
、
マ
ソ
L
｝
柄
前
凋
数
ω
ぷ
習
会
を
聞
解
致
し
ま
す
o

ノ
セ
鵠
の
牛
長
旧
盛
け
ヒ
月
ー
九
月
て
あ
る
一
家
畠
の
管
理
取
扱
を
允
分
釧
究
し
立
派
な
田

（
ロ

）
　
卜
刈
は
地
床
柚
物
ヂ
刈
払
わ
れ
ろ
柚
　
代
q
を
ム
リ
ー
け
札
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

i
i
n
…
．
・
e
n
y
・
－
－
・
・
．

ぐ
一
‘
　
｜
富

、
‘
－
？

．

恒

L
4
し
p
t
　
－
　
d
w
r
－
　
i
　
－

ー
‘
ξ
’
t
I
声
”
¢
』
’
．
m
＿
　
“
．
　
＿
I
d
i
i
j
爾
亀
ゾ・

…
’
f
t
乎
・
茎
稔
…
～
1
1
・
1
～
6
‘
f
3
善
ー
‘
ξ
遣
日
ー
、
4
丙
重
ー
　
　
・
ぷ
町
竃
・
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平
和

A

公

民
館
活
動

二

、
公
民
館
蓮
営
上
の
方
針

　
　
　
　
l
　
l
明
る
い
：
づ
く
り
ω
基
盤
た
ら
ん
こ
す
る
民

　
一
r
的
∧
刺
会
教
白
機
関
て
あ
O
ま
す
。

　
　
　

血
し
て
公
民
館
1
5
幣
苫
し
い
窮
屈
な
場
川

　
　

て

な
く
、
川
來
る
た
け
明
朗
な
楽
し
い
場
所

報
二
こ
な
る
様
に
し
て
、
村
民
の
親
砕
交
誼
を
深

　
　

め
、
川
げ
の
協
〃
和
合
ω
粘
刷
〃
培
ひ
’
杜

　
　
c
治
向
1
の
原
勒
力
．
こ
な
る
へ
き
川
父
機
関

時
　
こ
ち
る
艦
に
し
工
、
個
人
的
に
も
団
休
的
に

　
　

も
大
い
に
此
処
を
活
川
し
て
も
ら
ひ
、
1
1
民

　
　

に
ー
こ
つ
て
大
事
な
川
草
の
地
川
代
か
ら
粘
帥

　
　
的
に
も
経
済
的
に
も
伴
山
ゐ
の
廿
ふ
飲
椚
外
父

ろ　
　
を
少
く
し
伝
統
あ
ろ
郷
ー
の
は
風
人
俗
を
守

　
　

り
白
て
M
行
か
ろ
U
れ
は
な
り
ま
じ
ん
。

　
　
　

亦
公
民
館
は
文
化
的
て
牛
和
な
明
る
い
村

し　
　

つ

く
り
を
基
0
8
に
し
し
、
n
木
再
建
を
図
り

　
　
川
界
人
佃
の
牛
和
に
－
只
献
す
る
．
こ
ム
．
一
高
、
湿

　
　

な
る
押
想
の
ト
に
、
必
営
さ
れ
る
け
れ
は
な

た

　
ら
な
い
の
て
あ
る
か
ら
、
苧
校
や
農
協
や
八

　
　

の

他

4
1
内
に
於
け
ね
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
一
致

　
｝
協
力
し
て
此
の
赴
営
に
グ
加
し
て
も
ら
ひ
．

　
i
敬
化
活
勒
．
こ
涜
業
指
専
ω
活
動
が
紛
合
的
に

　
一
£
＄
さ
れ
・
村
民
の
教
養
文
化
の
向
上
を
図

　
　
　
　
　

コ

　
｝
り
、
之
を
人
・
礎
に
し
て
獅
ー
芹
業
を
振
い
興

　
　

す
中
心
機
関
－
こ
も
し
カ
け
れ
1
8
な
ら
な
い
の

　
　

で

あ
り
ま
す
o
其
の
為
に
当
公
民
館
に
は
公

　
　

民

他
姐
営
番
議
会
を
設
け
各
浮
校
長
P
T
A

　
　

会

長
、
8
1
議
会
の
沸
艮
副
議
畏
、
農
業
協
同

　
　

組
合

長
、
郵
便
局
長
、
救
白
民
生
委
員
艮
、

　
　

民
牛

糀
務
委
員
1
4
、
東
部
振
興
会
長
、
茜
年

i
　
牢
級
舗
仔
品
帥
、
8
1
婦
人
会
連
絡
協
娩
会
長

月

・

同
副
会
長
、
杜
’
円
年
団
連
合
会
長
の
カ
々
が

9
　
蓮
営
審
議
委
員
の
汀
を
川
当
さ
れ
．
之
等
の

　
　

カ
々
が
6
1
齢
な
態
皮
て
公
民
柏
迩
営
に
当
り

　
　

て
居
ら
れ
ま
す
の
て
’
村
民
の
皆
様
の
公
民

6
　
館
に
対
す
る
探
い
御
珊
解
・
こ
心
か
ら
な
る
御

2
　

支
援
が

あ
り
ま
す
な
ら
ば
’
川
代
村
に
於
O

和
　

る
公
民
館
活
動
の
将
來
に
は
、
期
し
て
砧
つ

昭

べ
e
．
も
の
が
あ
る
事
を
確
ぽ
致
し
て
＝
＝
’
g
ま

　
　

す
o

　
　
　

次
に

館

内
に
於
て
は
人
を
兄
て
差
別
待
遇

　
　

す
る
こ
t
r
）
な
く
、
お
互
い
の
人
格
を
尊
屯
し

　
前
号
て
は
公
民
館
設
置
の
趣
旨
・
こ
1
1
的
に
就

I
エ
パ
占
致
し
ま
し
た
か
、
本
号
て
E
公
民
館

l
迩
営
上
の
力
倒
に
就
て
申
辿
へ
ま
し
よ
’
ノ
。

　
　
公
民
館
は
図
－
、
川
笹
や
埠
業
袖
導
的
な
施
設

　
や
’
其
の
他
河
会
教
ム
ロ
上
必
要
な
設
備
を
允

　
実

し
て
我
宵
杜
民
か
㊤
し
ん
C
何
帖
て
も
気

　
軽
に

此
処
に
出
人
s
し
’
政
，
前
、
教
育
」
、
売

業
1
1
の
他
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
仙
究
し

敦

え
導
き
へ
：
つ
し
御
1
1
い
ω
牝
長
文
化
を
高

め
な
か
ら
芹
業
の
撤
興
を
図
り
脚
V
て
牛
和
な

合

つ
て
気
軽
に
自
山
に
話
し
合
、
ノ
問
に
、
自

介

ω
持
っ
て
L
：
る
息
見
は
Y
直
に
辿
へ
、
人

の
息

兄
は
良
く
傾
忠
す
る
”
賂
を
癒
ふ
訓
練

g
人
＝
地
こ
・
ち
な
る
L
”
に
蓮
営
し
る
け
れ
ぱ

な
り
よ
せ
ん
u

　
亦
各
方
而
の
小
小
、
講
帥
を
も
招
い
．
L
、
，
雨

47

会
講
演
会
鵠
を
開
肛
し
、
1
1
民
が
川
來
る

た
け
中
奥
の
人
に
1
4
触
す
る
機
会
を
造
り
、

郷
L
の
久
化
ご
中
皐
、
の
文
化
，
こ
が
・
父
流
し
合

・

ノ
揚
所
に
し
C
、
荒
西
山
雄
に
ご
ち
こ
め
り

れ
た

川
代
ω
文
化
水
準
を
少
し
つ
つ
工
も
中

血
へ
の
レ
ベ
ル
に
．
い
μ
丁
け
る
紘
な
努
〃
か
い
払
は

れ

な
U
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
爾
公
民
他
は
全

4
1
民
の
も
の
て
あ
り
、
全
杜
民
を
対
象
に
し

て
活
動
す
る
の
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
杜
民
全

休
が
協
〃
し
t
戴
か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
．
｝

ぬ　　
　
連
致
し
た
通
白
で
あ
c
よ
す
が
、
占

　
　
　
’
ζ
郷
－
撤
興
の
中
心
〃
C
あ
り
、
日

▲

内
建
ω
推
屯
力
こ
な
ら
な
け
れ
ば
ノ
’
ら
な

い

ω

c
あ
り
よ
㌃
か
ら
、
公
民
館
活
動
に
は

牡
に

占
年
暦
の
積
伸
的
な
ハ
．
加
協
〃
が
強
く

曲女
時L
さ
れ
C
居
る
の
⊂
あ
り
よ
す
o

　
最

後
に
公
民
佃
は
郷
－
振
興
の
基
礎
を
1
1

る
磯
関
C
あ
つ
L
、
川
代
1
1
ω
ル
枯
や
、
出

代
杜
民
の
び
活
伏
態
に
最
ξ
，
適
台
し
た
弧
力

刊
の
あ
る
漣
営
を
す
、
～
き
で
あ
つ
C
、
決
し

し
畑
一
的
，
独
占
的
な
坤
僧
に
陥
ら
ぬ
ば
に

札
息

し
な
け
れ
け
な
ら
な
い
．
こ
思
い
よ
す
c

　
以

ヒ
色
々
．
r
l
E
代
杜
公
民
他
功
営
ト
の
力

G
に
就
C
中
兆
へ
ま
し
仁
か
、
　
口
ぶ
は
易
く

日
一
は
附
し
．
・
’
：
は
れ
じ
居
0
よ
す
．
迎
り
’

此
ω
卯
想
を
速
成
す
ゐ
こ
．
こ
は
な
か
ち
か
む

虜
ガ
し
い
こ
こ
L
あ
る
．
こ
青
し
よ
す
。
怨
し

之
が
班
営
卜
当
る
者
の
絶
ゆ
ト
。
さ
る
川
究
努

力
．
二
、
1
1
民
皆
ば
ω
公
民
而
に
対
す
る
正
し

い

御
坪
解
ご
心
か
ら
の
御
協
〃
万
あ
れ
ば
必

す
所
期
の
口
控
を
違
成
し
得
る
も
の
C
あ
る

．

こ
確
信
故
し
ま
す
。

　
公

民
館
の
編
成
及
川
砧
に
就
C
は
火
号
で

由
・
辿
へ
ま
す
U
　
〆
パ
公
民
九
川
」
－
事
小
川
t
：
　
D

h
｛
旬
り
9
寵
白
’
r
’
－
”
6
h
6
り
句
匂
如
恥
’
明
り
‘

農
村
振
興
の
鍵

産
業
五
ヶ
年
計
書
（
其
の
入
）

五
の
（
五
ン
巷
駕
並
に
工
藝
作
物
・
ー
ン

本
県
の
r
”
へ
作
物
．
こ
し
て
は
「
フ
ミ
ー
」

r
」
－
ソ
L
榮
種
「
コ
ン
」
ウ
L
香
川
「
ユ
リ

」

F
サ
ト
ウ
↓
ピ
L
「
煙
苧
」
讐
か
揚
け
ら
れ

る
か
気
似
風
ー
か
ら
し
て
染
稗
ラ
ミ
ー
煙
苧

を
取
上
奨
励
す
る
札
こ
し
て
居
る
。
糺
の
外

r
ハ
ツ

カ
L
「
ー
ン
ニ
ヤ
ク
」
並
に
「
リ
±
ヒ
」

を
史
n
を
し
て
川
究
凋
沓
せ
し
め
つ
ζ
あ
る

か

人
だ
取
ト
け
ゐ
迄
の
域
に
占
し
て
い
な
い

“

川

号
迄
に
辿
べ
仁
食
川
の
甫
庁
、
”
黛
瓢
、
ψ
川

産
業
、
林
某
は
村
民
総
へ
て
s
人
々
に
止
’
臼

し
じ
戴
け
る
事
項
C
あ
り
L
非
実
行
し
な
け

れ

ぱ
な
ら
な
い
事
業
て
あ
る
か
、
木
号
に
辿

へ

る
査
．
蚕
並
ひ
に
工
よ
作
物
は
耕
地
山
積
の

杁
況

並
に
稼
働
人
日
の
関
係
雪
で
総
べ
C
の

仲
類
を
各
股
家
に
尖
も
し
て
戴
く
事
は
困
難

て
あ
る
．
こ
思
わ
れ
ゐ
ω
て
各
本
庭
に
最
も
適

当
し
た
る
n
物
を
二
つ
て
も
良
い
三
つ
て
も

良
い
な
る
へ
く
多
く
取
り
人
れ
エ
よ
0
多
角

的
な
経
営
を
な
す
へ
き
て
あ
る
。

－
、
養
　
蚕

養
蚕
は
畜
庁
の
処
て
辿
べ
た
如
く
本
利
は
征

來
盛
に
行
わ
れ
て
居
た
の
て
あ
る
が
、
昭
和

ω
始
め
頃
日
米
質
易
の
利
絶
に
依
り
価
格
か

大
暴
諮
し
其
れ
以
來
自
然
に
艮
え
今
で
は
其

の
根
跡
を
残
す
の
み
て
あ
る
u

一
時

ナ
イ
ロ
ン
の
出
現
に
依
り
天
然
絹
糸
は

’

仔
’
－
川
る
如
く
思
わ
れ
仁
が
、
　
．
時
の
現
象
で

F
a

x
イ
ロ
ン
L
は
人
然
絹
糸
に
比
k
し
て
弾
］

力
個
か
激
し
く
人
然
川
糸
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
品
物
が
あ
り
一
般
的
に
k
r
A
x
r
・
ン
L

t

こ
天
然
川
糸
の
混
紡
が
最
も
乙
い
現
杁
C
あ

る
。
終
戦
以
來
日
米
竹
、
易
の
内
開
、
こ
1
1
へ
に
価
［

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

F

格
は
昂
騰
し
肖
年
は
繭
一
川
μ
匁
当
牛
均
一
二

〇

〇
円
の
高
値
を
ボ
し
、
本
年
も
1
　
1
一
’
O
O

円
余
り
を
予
想
さ
れ
工
居
る
o

講

話
が
鮎
ば
れ
る
’
こ
益
々
取
引
は
盛
に
な
る
一

．

こ

ム
わ
れ
て

居
ろ
飼
白
の
条
W
に
就
い
ー
ほ

今

史
連
べ
ろ
迄
も
な
い
が
、
桑
は
必
“
し
も
［

畠
て
の
み
な
く
．
こ
も
川
昨
に
中
刈
て
仕
忙
て

も
良
い
し
山
林
に
高
人
仕
官
て
も
良
い
父
大
一

水
の
時
‘
反
水
し
易
い
様
右
畑
て
も
良
い
の
て

あ
ゐ
。

　
枚
人

は

r
：
　
r
‘
回
乃
ム
ー
四
回
飼
右
出
架
る
の

で

災
害
を
被
つ
て
も
一
回
位
の
も
の
て
然
か

も
災
害
．
こ
云
つ
て
も
敗
磁
皆
庶
－
こ
云
、
ノ
事
は
．

殆
こ
な
く
制
白
力
法
も
最
近
簡
易
化
さ
れ
て
i

居
る
’
本
畑
に
桑
を
植
え
良
く
発
白
す
る
な

ら
ば
反
当
繭
の
二
卜
〆
位
の
牧
髄
は
容
易
て

あ
り
金
に
換
算
し
⊂
反
当
三
万
円
”
）
な
る
の

で

あ
る
艮
の
上
、
血
糞
蚕
沙
を
利
川
し
て
家

　
　
ー

［

畠
の
飼
1
1
1
こ
し
又
肥
　
：
t
r
）
し
て
最
も
利
川
価

値
ω
高
い

副
産
物
が
生
産
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
其
の
他
詳
績
に
渡
つ
て
は
皆
様
の
過
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

ω

騰
捻
㎞
雛
竈
賠
編
怪
養

血
に

仏
る
現
子
牧
人
か
じ
〃
つ
た
時
代
で
現

在
の
1
1
民
佑
済
ω
貧
困
さ
は
＆
喬
か
衰
越
し

之
に
代
る
可
き
現
金
枚
人
の
道
を
開
か
な
〃

　
つ
仁
事
か
最
も
x
き
な
原
川
内
J
あ
り
か
ヘ
ー
後

画
ひ
査
4
6
を
盛
起
し
食
血
に
依
つ
て
経
済
4

開
策
を
講
オ
る
事
が
最
も
良
い
力
3
1
て
あ
る

三
思
ふ
。

　

杜
は
桑
園
．
。
1
五
町
ル
を
日
標
に
し
し
桑

種
F
を
購
人
白
苗
し
桑
苗
代
金
ω
殆
ご
令
．
舗

を
油
助
し
⊂
1
1
的
追
成
の
ん
努
〃
を
払
つ
L

居
る
ω
し
あ
る
自
分
ω
農
又
経
吋
状
態
、
縁

働
人
1
1
を
検
討
し
て
な
ろ
へ
く
多
く
の
農
家

が
止
．
血
を
再
開
す
る
事
を
期
d
し
L
い
る
o

　

，
一
、
染
桔

本

杜
は
宇
湿
川
か
多
く
降
川
日
放
か
ハ
富
に

多
い
ω
エ
ム
の
栽
培
は
ハ
常
に
困
雛
⊂
あ
る

然
し
7
ら
過
去
奴
η
間
は
ム
ω
供
出
を
し
な

け
れ
は
な
ら
ち
か
つ
王
ω
L
榮
種
を
栽
培
丁

ゐ
し
ω
余
硲
か
な
か
つ
仁
ω
て
あ
る
か
、
食

糧

事
帖
が
好
転
す
る
な
い
O
杜
内
の
ム
ω
品

川
田
を
栽
培
し
て
村
外
移
出
は
朱
種
の
カ
が

4
1
利
工
あ
る
．
こ
思
ふ
然
し
ー
ら
丘
制
1
5
仙
は

q
際
枯
勢
の
灸
私
に
仏
つ
て
乃
右
さ
れ
る
ω

て

友
栽
培
を
疎
に
す
る
こ
ご
は
禁
物
て
あ
る
　

　
過
去
に
於
て
ム
栽
培
の
為
に
朱
純
を
壮
培
す

　
る
だ
け
の
余
ぷ
伯
が
な
か
つ
仁
．
こ
は
ム
へ
’
や
・

．

は

り
な
種
の
，
h
、
」
ハ
○
町
か
ら
八
〇
川
ル
は

、

枚
培
し
俗
林
閑
地
か
相
当
あ
つ
仁
の
て
あ
る

一

l
枚
も
林
閑
地
か
な
い
機
に
伐
培
し
な
け
れ
一

ば

W々
農
家
の
経
済
は
振
は
な
い
の
て
あ
る
一

本

1
1
ω
榮
1
6
は
一
本
柏
競
作
会
に
於
て
、
折
一

　
小
野
高
氏
の
一
十
一
升
二
合
－
こ
い
ふ
H
本
ω

記
鎌

を
枯
つ
て
い
る
し
榮
秤
を
植
え
た
後
作

一

11

に

H
藷
は
最
も
枚
穫
か
多
い
’
r
｝
い
ふ
事
は

一

衆
知
の
辿
り
で
あ
り
’
水
川
菜
1
6
n
も
介
同
，

昧
牧
磁
は
多
く
爾
1
1
1
月
初
旬
反
当
二
升
W
の

　
レ
ン
ク
苧
を
播
1
6
す
ゐ
な
ら
ば
反
当
瓦
○
○

．

ρ

位
の

レ

ン

づ
草
か
d
汗
さ
れ
ゐ
稻
ω
枚
磁

　
は
培
加
さ
れ
る
の
て
あ
る
o

　
：
1
限
杜
百
引
杜
は
本
杜
の
気
候
．
風
L
’
、
一
良

く
似
て
い
う
か
’
高
隈
杜
て
は
本
年
鹿
県
の

「

競

n
会
て
も
一
等
を
慢
得
し
て
い
る
し
、
白

引
村
の
田
之
脇
源
四
郎
氏
は
晒
年
五
〇
俵
を

生

産
出
荷
し
工
居
り
本
年
度
も
4
．
町
ル
植
付

け
て
b
O
俵
収
能
－
こ
の
こ
ご
、
一
俵
二
〇
〇

　o
円
に
し
て
も
一
四
万
円
の
朱
税
代
金
て
あ

　
る
o

　
　
年
惚
り
ω
話
を
聞
く
．
こ
木
杜
農
家
の
凸
ω

　
現
金
牧
人
は
殆
ご
染
種
代
金
で
あ
つ
た
こ
云

語
照
鱗
鷲
淫
鰯
年
締
霞
ぽ
霞
時
籍
戴
品
「

　
剖

に
も
辿
’
、
仁
如
く
加
脩
ω
抽
移
は
困
雌
　
し
」
㈲
確
し
夕
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

な
る
も
価
楮
ω
推
移
か
困
難
な
る
か
ら
ご
ム
　
ー
ー
フ
5
1
」
画
r
J
L
し
た
8
1
牛
均
一
石
以
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I

，
L
漫
廿
を
味
に
k
る
訳
に
は
汀
5
な
い
、
　
　
ω
反
敗
を
揚
る
h
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

は
々
は
ム
の
嚇
産
．
こ
共
に
－
℃
種
ω
反
敗
ω
瑠
　
い
し

　
　
　
　
コ
ロ
ロ
　
ロ
ヤ
じ
　
ヘ
カ
ロ
ロ
ロ
ロ
ト
ロ
じ
ロ
ロ
ロ
　
ロ
　
　
ロ
ロ
ト
ロ
ロ
バ
　
ロ
ヤ
の
ロ
ヘ
ロ
ロ
も
ト
ロ
し
ロ
エ
ハ
コ
モ

　　　　　　椎

茸
栽
培
の
栞

　
村
旭
か
ら
発
昨
ま
で

川
代
日
経
済
搬
輿
ω
第
　
ル
は
．
こ
問
フ
へ
〃

あ
れ
ぱ
仏
は
柑
“
1
1
札
培
⊂
あ
る
．
こ
γ
、
“
ん
度
い

八
ω
柑
・
1
1
菌
O
櫓
▲
ω
中
て
来
ろ
川
き
秋
の

増

斤
を
日
5
し
L
d
朋
の
允
勢
に
あ
り
栽
培

κ
の
行
刈
を
d
つ
し
い
よ
す
o
で
は
’
　
k
」
N
〈

な
”
官
川
が
必
要
L
あ
り
か
、
r
川
休
グ
ー
ノ

n
ノ

じ
必
品
久
な
栢
質
を
認
晶
し
L
置
く
必
要

万

あ
る
ω
C
，
肚
起
し
L
か
ら
発
u
1
1
よ
て
ω

灼
川
1
1
を
也
へ
参
ぢ
に
供
し
殴
い
：

．

、
椅
木
ω
蝋
定
　
ぱ
込
後
．
醐
　
d
材
拍
し

L
※
ω
如
き
も
ω
は
石
効
柑
三
し
工
怜
起
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
ノ

を
す
る
か
－
〈
　
p
t
S
叶
明
に
ム
ー
り
な
」
も
レ

は
更
に
↑
’
斗
か
　
汁
ぱ
込
を
延
五
す
ん
。
礼

し
判
菌
に
侵
害
さ
れ
肘
4
0
し
仁
も
ω
け
薪
川

．

こ

し
て
処
珂
丁
ろ
。
4
1
功
柑
木
は
列
部
か
h

槻

察
し
て
’

1
、
紺
菌
ω
川
右
し
な
い
か
少
き
も
ω

2
、
⊥
り
．
f
か
5
6
川
す
る
か
祁
日
ω
突
起
か

散
在
し
て
い
り
も
の

、
o

、
横
木
か
千
に
1
5
つ

織
鍋
跳

5
、
樹
皮
部
を
小
槌
笥
で
軽
く
川
ち
堅
牢
て

梢
函
音
を
発
す
る
も
の
か
良
い
。
加
れ
そ
t
ノ

な
濁
音
発
す
る
も
の
は
腐
朽
品
て
、
摘
日
を

発

す
る
も
の
は
λ
熟
構
C
あ
る
。

6
’
胡
皮
部
を
指
て
押
し
」
ム
毬
の
姐
き
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
時
栢
軽
さ
を
感
±

る
も
の
ρ
良
く
、
屯
く
悠
ケ
る
も
の
は
人
だ

早

い
。
ま
た
軽
過
き
る
も
ω
は
蘭
糸
は
趨
延

し
て
い
る
か
良
柑
て
￥
な
い
。
人
休
土
さ
s

う
今
後
の
染
種
代
金
に
就
い
て
は
国
際
枯
勢
一
・
r
イ
よ
色
を
口
r
す
る
も
ω
が
良
い
。
掲
色
、

闘
誘
語
舗
誹
已
鉢
認
竺

s
＝
本
入
の
叢
状
況
は
百
一
〇
轟
竺

力
あ
る
も
ω
は
艮
柑
て
W
力
な
く
汁
む
も
の

は

湘
菌
に
よ
る
腐
ー
6
n
て
あ
ゐ
。

次
に

内
部
の
状
況
よ
り
観
祭
し
て

ー
、
樹
皮
を
洋
η
工
は
き
ま
仁
は
比
1
1
を
人

れ

て
梢
黄
色
の
肉
肌
（
帯
次
黄
白
色
ノ
を
白
し

菊
魚
♪
〆

ω
変
転
に

s
い
如
何
に
左
右
さ
れ
る
カ
は
μ
一
黒
色
、
純
白
色
を
目
．
す
る
も
ω
は
W
菌
て
あ

て
我
々
の
健
康
を
完
全
に
維
1
4
す
る
に
は
朱

　

種
子
の
増
産
を
計
つ
て
種
子
仙
に
仏
つ
て
袖

一

つ

⊂
行
く
事
が
可
能
で
あ
り
、
い
道
て
あ
る

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
壷
県
て

取
に

最
も

都
合
の
よ

い
条
件
ω
娼

所
に

適
当

万崔
潔
が
あ
り
－
　
）
＝
’
p
i
か
な
け
れ
ば
：
E
傘

一
の
発

白
か
極
め
て
忠
く
柚
の
み
細
長
く
仙
ひ

｝
ん
が
あ
つ
て
始
め
て
菌
傘
か
展
開
す
る
。
そ

I
；
故
〉
：
）
〈
p
　
S
て
髪
．
・
し
た
昼
癖
い
蘇

に

政
並
べ
る
作
某
を
川
起
ニ
ム
う
。
寝
込
に

於

L
良
灯
な
庇
績
ん
あ
け
良
好
な
川
木
を
得

　
L
も
日
旭
揚
の
姐
何
に
よ
り
s
：
－
　
g
体
の
3
t
i

：

：
－
に
人
い
に
影
響
ケ
る
。

　

ー
・
播
“
三
品
度
　
F
人
休
ω
発
生
に
は
低

品
を
＊
曲
久
三
し
づ
．
○
ー
ぱ
。
つ
ω
範
囲
に
於

L
拓
1
1
し
一
；
c
百
－
！
“
○
が
良
く
、
枝
適
品

d
よ
一
岩
さ
内
外
y
あ
る
J
　
3
c
C
L
）
1
　
F
2
1
：
C
．
1

以

L
は
仏
適
－
－
て
あ
る
u

　
　
，
撒
り
良
　
r
人
休
ω
猛
ぴ
川
菌
糸
の
川

代
」
り
伐
艮
か
急
激
ご
な
c
　
．
“
　
”
e
の
水
分
を

　
必
昔
・
こ
し
、
令
中
川
皮
も
ノ
，
；
－
b
7
9
／
o
を
泡

皮

こ
す
る
。
水
分
か
欠
乏
す
る
叶
は
r
兵
休

　
ω
発
q
は
川
姉
で
あ
る
。
ま
仁
発
［
4
後
帖
人

乾
燥
の
日
か
続
き
容
中
湿
度
か
不
足
す
る
’
、
J

r
入
体
は
発
白
を
中
＝
＝
す
る
か
’
：
川
柚
は
長

　
く
延
び
盆
の
小
さ
な
品
質
ω
忠
い
も
ω
．
こ
な

る
。
声
良
朋
の
川
人
批
き
や
‘
z
水
は
礼
n
川

　一

は

好
気
W
ω
為
子
人
体
か
引
続
き
3
6
η
せ
丁

［

牧
辰
ω
滅
少
を
朱
す
。

．

丁
）
日
）
．
t
？
及
庇
蔭
艮
光
線
は
子
入
s
s

「
日
光
の
条
W
に
適
し
仁
場
所
て
あ
れ
ば
良
い

’

の

て
あ
る
が
W
通
借
木
1
5
寿
命
の
白
る
限
り

一
同
亘
所
仁
已
か
れ
’
c
’
か
ら
適
度
の
通
凪
を

　
d
り
雑
菌
の
侵
害
を
汲
ら
な
い
ほ
d
意
す
べ

一
き
て
あ
る
。
宏
際
理
想
的
場
所
は
、

［

　
る
02
、
亜
皮
部
の
菌
糸
伎
延
し
仁
川
は
柑
礼
4
5
一

一
右
の
香
が
す
る
。

　
　
二
、
硝
起
の
息
義
面
山
の
如
く
選
別
し

一

た
椙
木
を
’
r
㎎
体
（
ー
ノ
」
）
の
発
生
－
こ
探

　
（
ー
ン
東
南
に
而
し
た
温
暖
で
弧
風
を
受
け

す

n
光
ω
照
射
ω
k
い
所

　
く
：
1
，
湿
度
は
零
中
川
皮
巴
－
召
“
を
最

直
・
こ
し
巨
込
揚
よ
り
柏
多
川
て
あ
る
こ
ご
。

6
1
つ
し
中
復
以
ド
の
6
1
、
借
、
水
川
等
に
近

き
廿
十
的
↑
担
地
か
よ
い
。

　
い
o
）
パ
、
九
割
蔭
の
さ
す
裾
線
刷
林
ト
が

よ
い
。
杉
林
、
　
ノ
イ
、
カ
ノ
林
笥
か
好
適
て

あ
り
’
宅
地
附
近
て
適
当
な
揚
所
の
な
い
時

は

1
1
林
、
川
根
卜
、
柚
込
樹
ド
、
蔭
地
を
適

当
に
利
川
し
、
間
湿
気
や
庇
蔭
ω
不
足
の
時

は

人
工
て

細

4
1
枯
枝
笛
て
屋
根
を
作
れ
ば
よ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
次
号
に
続
く
）

．

把
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
’

慾竃
ポ
麗
膨
ド
ピ
ー
苗
ド
r
…
…
r
…
i
し
i
’
ー
i
‘
ー

〆

t
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